一年班冬メイン　１２月２４日～１月５日（８－４）

白金温泉～オプタテ～トムラウシ～石狩岳～大雪湖

L田中3　AL小池3　M2鹿島２　M1　井ノ上　岡戸　木城1
<Time& Route>

１日目　曙橋(7.5h)オプタテシケ沢左岸Co960＝C1

曙橋まで除雪あり。場合によっては殿狩橋まであるかも。林道を行き途中の分岐の橋に荷物デポして行動１停滞2の荷を持っていく。オプタテシケ沢を橋で渡ってから沢沿いに行きCo960でC1。密なタンネ帯。

２日目　C1(3.5h)オプタテ (2h)C1(3h)三股山南＝C2
　･997を経由してオプタテ南尾根に乗る。強風帯で樹林限界上は露岩が出ていることも。タンネ限界1200。硬くなったらシーデポEP。頂上直下は急で岩岩しているため早めに西に斜上して稜線に上がる。あとはピークまで。帰りは来た道。トノカリシュウベツ川を橋で渡って林道を行き、途中から北東に進んで三股山南の適当なところでC２。
３日目　C2 (2.5h)緑雲橋(4.5h)カムイサンケナイ川左岸コンタ尾根Co1060付近=C3
　トラバース気味に中トノカリ沢の沢型に向かい、そこから尾根をのっこして緑雲橋まで。橋から北東に斜面を登り夏道沿いにポコを経由しつつ行く。･1143を見つつカムイサンケナイ川Co950を渡渉する。コンタ尾根Co1060付近の広い所でC3。余裕があれば翌日の偵察を行う。
４日目 C3(4h)トムラウシ山(3h) C3=C4
　カムイサンケナイ川二股までトラバースし二股上を渡渉して西の尾根を登る。Co1740付近固くなったらシーデポ。Co1800の杓子状尾根を確認し止めデポ旗を打つ。ドーム基部の平らなところにも誘導デポ旗を打つ。あとはトムラウシピークまで。帰りは来た道。

５日目　C4(1h)西沢林道橋(2h)トムラウシ川支流Co1100(2h)地獄谷(1h)「新得町」の字の上＝C5
　テン場から東に行き林道に下りる。西沢には林道の橋がある。トムラウシ川支流をCo1100で渡渉し地獄谷まで。二股上を渡渉しスゲ沢まで行き地図上新得町の字の北でC6。

６日目　 C5(3h)沼の原北西コル(2.5h)石狩沢出合付近＝C6
　六ツ沼山から北に延びる尾根のコルを越えて長沼経由で沼の原北西コルまで。天気がよければ沼の原を巡りニシキ沢右岸尾根を下る。天気が悪ければコルから北東に樹林内を行きニシキ沢右岸尾根をCo1160付近でのっこして林道へ出る。大石狩沢出合付近でC7。
７日目　C6(5h)石狩岳 (2.5h)C6＝C7
　Co1500まではなにもなく、Co1500から細くなり、雪屁が1m出ている記録がある。Co1700前後でシーデポEP。尾根分岐に止めデポと誘導デポ1本ずつ打っていく。肩から先は急で固いかも。あとはピークまで。帰りは来た道。
８日目　C7（1.5h）沼の原橋(4.5h)大雪湖

林道を下山。

<Tactics>

オプタテ～トムラは低気圧の通過、冬型で天気悪いが北海道南海上に低気圧が入ると一時好天となる。高気圧の周辺は風が強い。移動高の中で晴天。石狩は冬型で晴れることがある。

停滞は４日。オプタテAtに2、トムラアタックに２。オプタテとトムラAtに3日以上は粘らないで進め、石狩は天気が良ければ行くセンス。
Atと稜上は風、気温行動に支障のない程度。石狩のAtは視界200~300。オプタテとトムラAtは視界500もつ天気。沼の原は全天でのっこせる。エスケープはトムラウシ温泉。天場着15:00、最終下山16:00。
